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１，はじめに  

今年度より，私は寝屋川市立明徳小学校に

教員として赴任した．未だ9ヶ月しか経過し

ていないが，私にとって非常に密度の濃い，

感動や驚き，そして苦悩した時間が流れた． 

 笑顔でしっかりと挨拶のできる学級にした

いと期待に胸を膨らませた始業式より，現在

までの理科教育を中心とした実践を述べる． 

２，学級の様子 

 3 年 1 組学級は，与えられたことには一所

懸命になって取り組むことができるが，自分

で考えて行動することや，何をすべきかを考

えることが難しいように見受けられた． 

 そこで，私はこの一年間で，子ども達に基

礎･基本を中心としながらも，同時に考えさえ

る力をつけさせたいと考えた． 

３，理科の取り組み 

 3.1 CdS を用いた光当てゲームの取り組み 

太陽と光の影の授業内容は，子ども達にと

って初めての物理分野の学習である．そこで

私は，これまでの理科の学習活動とは違うイ

メージを出そうとした． 

そこで私は鏡を使って光を反射し，日陰に

置いたCdsを用いた電子回路に反射光が当た

るとLEDが点灯し，電子メロディが流れる装

置を制作した． 

機械そのものは知らなくても，自分達でど

うすればよいのかを考え，議論する姿に心が

震えた．これが私は学問の原点だと確信した． 

これらの活動を通して，新しい知識を与え

る前に，子ども達の中にある理科の心を耕し

ておけば，その知識はスムーズに子ども達に

浸透すると私は考える． 

 3.2 考える問題の取り組み 

 私は学ぶことの楽しさを伝えることが，教

員の仕事の一つだと強く信じている．今回学

ぶことの楽しさを実感させるために，ただ暗

記しているだけでは解けないような，しかし

本質を問うような問題を数多く行った． 

 子ども達は，苦悩しながらも何とか解決に

至ろうと，色々なアイデアを考え出した． 

さらに私が興味を引いたのは，いつも理科

や算数が苦手といっている子どもが早く解答

に至ることがあり，クラスのヒーローやヒロ

インが生まれる．この時の子どもは誇らしげ

である． 

このことをきっかけとして，理科や算数に

対して心から面白いと考え，自信を持つこと

を願っている． 

 3.3 電子計算機を用いた理科の授業実践 

 初任者研修で学んだ知識を生かして，

Microsoft○R  PowerPoint○Rを用いた理科の授業

を行った． 

その結果，動画などの視覚的教材を扱うこ

とは，普段なかなか見ることのできないもの

や黒板では説明しにくい動的なものの解説に

有効であることがわかった． 

 今後はよりよい電子計算機の利用を考え，

閉じたネットワークでの CS システムなどを

開発したい． 

４，おわりに 

私は今回，初めて教え込みではない理科の

授業に取り組んだ．その結果，子ども達が主

体となった学習活動を，教師が手助けするこ

とが重要な役割を持つことがわかった． 

また，教師側が教材研究をすればするほど，

子ども達はそれをキャッチして返してくれる

ことを理解した．今後は，より一層私のアン

テナを広げ，子ども達が生き生きとする教材

を考えていきたいと強く思う． 

さらに子ども達が主体的に学び，考え，そ

して実行するために，私は微力ながらも，他

の先生の実践や，指導方法を参考にしながら，

学級の状況に応じて取り組みたいと，強く考

えている． 
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第�章 学級の実態

��� はじめに

　今年度より，私は寝屋川市立明徳小学校に教員として赴任した．未だ �ヶ月しか経過していない
が，私にとって非常に密度の濃い，感動や驚き，そして苦悩が詰まった時間が流れた．
　 �月に �年 �組に「笑顔でしっかりと挨拶のできる学級にしたい」と期待に胸を膨らませた始
業式より，現在までの理科教育を中心とした実践例を以下に述べる．

��� 学校と学級の様子

　児童数は約 �名で小さな規模の小学校である．私が受け持っている �年 �組学級は，男子 ��

名，女子 ��名，合計 ��名である．この学級は �年生の時より現在まで単学級であり，クラス替
えの経験がない．今年度で廃校が決定しており，不安をもっている児童・保護者が非常に多い．
　この学級は女子が男子よりも多いので大人しく静かなクラスであるが，去年の一年間で自分の
意見をしっかりと言うことができるようになっていると，学校の中では言われている�．
　クラスの実態を以下に述べる．

�� 生活面

��� 外で遊ぶのが大好きである．

��� 整列に時間がかかる．

��� 男子と女子は大部分が仲がよく，いつも �分休憩や昼休みで一緒に遊んでいる．

��� 些細なことで，けんかになり，不適切な言葉遣いが流行していた．

��� クラスの中で目立つ子どもと目立たない子どもが自他ともに，暗黙のうちに認識され
ているように感じた．

�� 学習面

��� 与えられたことは一所懸命になって努力することができるが，自分で考えて行動する
ことや何をすべきかを考えることが難しいように見受けられた．

��� 特に算数や理科において問題に熟考せず，わからなければすぐにあきらめる子どもが
多く見受けられた．

��� 何のために勉強をしているのかを理解していない児童が大多数であった．

�但し，現在は女子が �人転出したため，男子と女子の人数は ��人で同数である．

�



��� 児童達の学習意欲は高く，多くのことに関して知識的な理解は非常に優れているが，実
体験に乏しいと感じた．

　そこで，この一年間で私は子ども達に基礎・基本を中心としながらも，それと同時に物事を考
える力を付けさせたいと考えた．
　具体的には，指導教官と相談しながらではあるが，国語や社会では教え込みのような答えを出
させる授業から，子ども達が自分達で考えさせるために意見を出し合わせたり，音楽ではみんな
の前で作曲や歌を発表させるなどして，自分の思いや考えを表現する力の向上を目指した．
　また，普段の算数や理科の授業では体験的な学習を取り入れたり，勉強そのものが楽しいと心
から思わせることを目指して，雑談の中に科学的な面白い不思議を語るなどをした�．

��� 考えることの楽しさ

　私は勉強は楽しいと考えている．この楽しさを子ども達に伝えることが教員の仕事の中の一つ
だと強く信じている．
　それでは勉強を楽しいと思わせるためにはどのようにすればよいのか。私は小学校学習指導要
領第一章総則 ���のように �基礎的・基本的な内容の確実な定着を図ること�だと考えている�

　基礎・基本が定着さえしていれば，少なくとも勉強がわからなくて楽しくないという気持ちは
感じないだろう．また，例えばテニスの素振りのような基礎・基本が身についてくるとスマッシュ
やボレーなどの応用をやってみたいと感じるのと同様に，学問においてもそれと同等の効果が生
まれてくるのではないかと考えている．
　このような応用的な力をつけさせるためにはどのようにすればよいのか．その一つの方策とし
て，私は問題演習時においてただ単に覚えていることを答えるだけの問題ではなく，一つの問題
に熟考する姿勢を身につけさせることだと強く思う．
　これは理想であるが，このような熟考はしばしば思考能力の限界を行き来する恍惚を味わう．ま
ばたきすらも惜しいと感じ，周囲は何も見えなくなる．自分だけの問題に興奮し，自分だけの達
成感が最高のものだと信じるようになる．
　では，このような熟考するような姿勢を児童に身につけさせるためにはどのようにすればよい
のか．それは，演習時に，ただ単に暗記しているだけで解けるような問題の他に，それだけでは
解けないような，しかし本質を問うような問題を数多く体験させることである．
　また，勉強そのものを心から楽しいと思わせるためには，ただ教えるべきことを本で説明する
だけではなく，できるだけ実際に体験をさせることである．本で見て勉強することも重要ではあ
るが，実際に �モノ�を見て作った感動は何ものにも変えがたい喜びがあるはずである．
　次より，具体的な取り組みの例を紹介する．

�マイスナー効果，夕焼けが赤いのはなぜ？４ �の不思議，過冷却水の温度変化など

�



第�章 理科の取り組み

��� はじめに

　ここでは，どのような学習を展開すれば，子ども達が考える喜びを味わってくれるだろうかと
考えて行った実践の例を述べる．まず指導教官�や教頭先生�と相談し，どのようにすれば魅力の
ある授業をできるかを教えていただき，����を用いた光の反射の実験を行った．また最後にはそ
もそも影とは知識的にではなく，本質的にどうかを問う演習をさせた．

��� ���を用いた光当てゲームの取り組み

����� 取り組みの内容

� 目標� 日光を鏡で跳ね返して遊ぶことを通して，光が直進すること，鏡で跳ね返した太陽の
光がどのように進むかがわかるようになる．

　太陽と光の影の授業内容は，子ども達にとって初めて生き物以外の自然を理科として学ぶ機会
である．そこで私は教頭先生に助言を仰ぎながら，これまでの理科の学習活動のようなものとは
違うイメージを出そうとした．指導案を付録に述べる．
　活動内容としては，教科書の展開に沿ったものである ���．太陽の光は鏡によって跳ね返すこと
ができること．反射した光は直進することを，遊びを通して学ぶことである．
　そこで，鏡を使って光を反射し，日陰に置いておいた���を用いた電子回路を用いて鏡の光が
当たると ���が点灯し，さらにメロディが流れるようにした．
　この電子回路はトランジスタを使う．電子回路はおろか電気について学んでいない子どもにとっ
てはブラックボックスである．ここでただ単に「鏡を反射して反射した日光をこの機械に当てな
さい．」と呼びかけるだけであれば，教え込みの授業である．
　「今，この機械のランプ�はついています．日陰に入るとランプは消えました．日陰でもランプ
をつけてください．」と聞いてみると，子ども達は「無理やわ」，「こうすればいいんちゃう？」と
自分達で試行錯誤しながら考えることができた．
　また，制作した電子回路は感度を調節するためのねじ形の可変抵抗器と，全体電源スイッチ，お
よび電子メロディへの供給電源スイッチをインタフェイスとして用意している．この機械を休憩
時間などで自由に触ってもよいようにした．
　「どうしたら音が出ると思う？曲げたり折ったりさえしなかったら，何をしてもいいよ．それ
で壊れても先生はおこりません．」というと，子ども達は生き生きとして，機械をいじり始めた．

�藤本正之先生，家田雅夫先生
�那須浩一先生
�硫化カドミウム
����のことである．

�



　機械そのものは知らなくても，自分達でどうすればよいのかを主体的に考え，知的好奇心を元
に考える姿に心が震えた．これが私は学問の原点だと確信した．
　このような実際のモノに触れることで子ども達は意欲・関心をよりよく示し，積極的に考える
ことができるようになった．
　これらの活動を通して，新しい知識を与える前に，子ども達の中にある理科の心を耕しておけ
ば，その知識はスムーズに子ども達に浸透すると考える．

����� 反省

　光が当たると電子メロディが流れるという仕掛けは有効であった．しかし，そのこと自体に子
どもの興味が移ってしまい，光の直進性まで子どもの主導で授業を行う余裕がなかった．最後は
結局教え込む形になってしまい，本質的に理解させるに至らなかった．
　また，機械を製作するための技術力に問題があり，制作工数が非常に多くなった．従って一台し
か私はこの単元が始まるまでに準備できなかった．台数として一台だけではクラス全員がいじっ
たり触ったりすることができなかった．この授業以外でも他の時間の合間や休憩時間に自由に触っ
てもよいようにしたが，やはり班ごとに一台ずつ用意できるだけの余裕があれば，より子ども達
に機械を扱う時間が増え，効果があったのではないかと考える．
　ただ，未知のものに対する興味は子ども達は十分にもっているということを，私は理解するこ
とができた．目で見て，実際に触れ，電子パーツ特有のにおいを嗅ぎ，電子メロディを聴くとい
う，感覚に訴える題材を用いることは，子どもの興味や関心を引き出すために非常に有効である
ことを理解した．
　今後も物理分野に限らず他の科目においても子どもの興味や関心を引き出す題材を用いた授業
展開や，題材そのものを制作するための技術的スキルを自己研鑽していきたい．

��� 考える問題

����� 取り組みの内容

� 目標� 光が直進すること，影は遮蔽物と光源に対して同一直線状にできることを本質的に理
解する．

　子ども達はこれまでに理科の授業において，影は太陽の反対側にできることを学んできた．実
際に現状では，授業で「影はどこにできますか」と聞けばほとんど全員が「太陽の反対側」と答
えていた．
　確かに影は太陽の反対側にできる．しかし私は子ども達はあまりに反射的に答えており，暗記
していることをそのまま答えているような印象を受けた．
　そこで，まず図 ���のような図を書き，スクリーンに移る影の形を考えさせた．
　子ども達にとっては既習の内容であるが，これまでに見たことのないような問題である．私の
学級ではこれを �ひらめきの○○�や，�裏○○�と読んでおり授業の合間の時間やテスト・見直し
が終わって，他の子を待っている時によく行っている．
　あらかじめ教師側から，解けた人は，どのように解答に至ったかを説明しなければいけないと
ルールを教えておくことで，子ども達は苦悩しながらも何とか解答に至ろうと，色々なアイデア

�



図 ���� 光の影の色とでき方

を出して考え出す．
　このような集中力の持続は，まるで水中で息を止めているように苦しく，しかし甘い．
　わかなければ何を使って調べても良い．直接の解答でなければ誰に質問してもよいとすると，子
ども達は家に帰ってからでもお家の人に聞いたり，友達に聞いたりする．
　その中で，解答に至る子どもいれば，残念ながら解答に至らない子もいる．しかし，この考え
るプロセスが，非常に今後の学習活動にとって有意義なものになると私は信じている．　

����� 反省

　このような考えさせることを指向した学習を初めて取り組みの中にいれた時には，考えること
が大切だといいながらも解説に十分な時間を取らず，かえって混乱させてしまったのではないか
と思う．
　例えば，今回の問題では図 ���のように，少し考える見方を変えれば一瞬で理解できるもので
ある．

図 ���� 図���の見方を変えると���

　今回の場合は子ども達の方から「すっきりすっきり！」「もやっともやっと！」と二つの理解の

	



状態を口で言ってくれたため，誰が理解できて，誰が理解できていないのかを判断できた．その
お陰で全員が納得するまで教えることができたが，今後は，解説に必要な時間も考慮に入れる必
要があると痛感した．
　しかし，このような問題を解いている時の子ども達の真剣に考えている姿勢には感心した．ま
た，問題を解けて解法もうまく説明できて丸をもらったときの子ども達の，充実したあふれんばか
りの笑顔は，難しい仕事をやり遂げた達成感からくるのだろう．その上，私には思いもよらないア
イデアを考えて，解法の説明を受けたときには，子どもの柔軟な数理論理的センスに驚かされた．
　さらに私が興味を引いたのは，このような問題を解ける子どもは，普段の学習の成績が良い子
どもだけではないということである．いつもは理科や算数が苦手と言っている子どもがクラスの
誰よりも早く解答に至ることがあり，クラスのヒーロー、ヒロインが生まれる．この時の子ども
は誇らしげである．
　少しおこがましいが，私は問題とは誰もが解くことができるような問題で，落ちこぼれを見つ
けるのではなく，優れた才能を見出すことにあると考えている．優れた才能とは，問題を解くこ
とだけではなく，問題を作ることも含まれる．何が問題なのかを発見し，それを考え議論・処理の
できることである．
　私は保護者のほとんど大部分に，この方針を説明し，家庭の中でのできる限りの協力をお願い
をした．結果として，全員の賛成を取り付けることができたので，私は今後もこのような活動を
取り入れたいと思う．

��� 電子計算機を用いた理科の授業実践

����� 背景

　 �月より，総合的な学習の時間を利用して，電子計算機を用いた学習を行ってきた．具体的に
はキーボード練習，マウス練習，遠足の感想文，運動会の招待状づくり，作詩などである．他学
年の先生はそれに加えて，理科の自然の写真を，一太郎スマイルを用いて植物観察を行っていた．
私は悔しかった．
　私は総合的な学習の時間での情報を，情報機器の操作にとどめていたのだ．私は，私の心の中
で，電子計算機の操作法を教えることに終始し，他科目とのリンクをまったく考えもしなかった．
　一方，このような，「総合的な学習の時間」と「理科」を対等に持ってきた，授業実践を行う自
信もなかった．
　そんな中，大阪府の初任者研修で，��� !"!#$ ��%!&� %!�'$ ��の操作方法の講義があった．操作方
法自体は，大学の卒業研究の発表で利用していたが，授業で使うなどとは思いつきもしなかった．
　次章より，他の科目と絡み合わせて・・といった高度な授業展開は難しいが，授業理科の授業を
電子計算機を用いて実践の様子を述べる．

����� 実践の内容

� 目標� 育ててきたホウセンカなどの一生を振り返ってまとめ、草花の成長の順序のきまりを
とらえることができるようになる．

　実際に用いたプレゼンテーションの内容は付録の通り．それぞれのページを一問一答的に復習






確認した後で，ホウセンカの一生のつながりを質問し，ホウセンカの花ができた後で，やがて枯
れ，また種を残すことを理解させた．
　最後に情報処理推進機構の(��ページに，自由に使っても良い素材である，「ホウセンカの一生」
の動画を編集・加工したデータを見せた．
　パソコン室で二人に一台ディスプレイがあるので，教室でテレビに映してみんなを集めて見せ
るよりも，見やすいと好評であった．また，ビデオと違って，まき戻しの必要がないので何度も
再生しやすい・みたいところをすぐにサーチできる・エフェクトをかけられるというメリットが
あった．

����� 反省

　動画などの視覚的教材を扱うことは，普段なかなかみることのできないものや，黒板では説明
しにくく動的なものの解説には非常に有効であることがわかった．しかし，教師側の説明が多く
紙芝居的になり，子どもが主体的になって参加できる授業ではなかった．
　今後は，子どもが主体になり，考えさせたり話しあわさせたりすることができる授業展開を行
う必要がある．さらに，他の教科への関連を濃くした教材研究を模索していきたい．特に今回用
いた情報処理推進機構�の素材や科学技術・理科教育のためのデジタル教材提供システムである �

理科ネットワーク��などを利用していきたいと考えている．
　さらに，よりよい情報機器の利用性を考え，電子計算機を用いた，各教科の学習を考えたい．具
体的にはイントラネットとという，閉じたネットワークでの，子どもの学習状況の管理も含めた
クライアント�サーバシステムの開発を考えたい．
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第�章 まとめ

　私は今回，初めて教え込みではない理科の授業に取り組んだ．その結果，子ども達が主体となっ
た学習活動を，教師が手助けすることが重要な役割を持つことがわかった．
　また，教頭先生から���回路を組めと言われたときには，アナログ回路のパーツ�の使い方さえ
知識がほとんどなく，どうしようかと思ったが，時間さえかければ努力次第でなんとかなるとい
うことがわかった．今後も，一見難しそうな課題も，頭から無理と決めつけるのではなく，挑戦
していきたいと感じた．
　そして，その努力は返ってくることがわかった．教師側が教材研究をすればするほど，子ども
達はそれをキャッチして返してくれる．今後は，より一層私のアンテナを広げ，子どもの授業に生
かせる教材を考えていきたいと強く思う．
　さらに，考えさせる問題に取り組むことで，子ども達は難しい問題を見ても，すぐにあきらめ
ることなく問題に没頭することができるようになった．
　現在，世間では学力低下が心配されている．私達はこのことを厳粛に受け止めなければならな
い．しかし，私は子ども達は学びたい・理解したいと思っていると信じている．
　今後も子ども達が主体的に学び，考え，そして実行するために，私は微力ながらも，他の先生
の実践や，指導方法を参考にしながら，学級の状況に応じて取り組みたいと，強く考えている．

�トランジスタなど

�



付 録� 学習指導案

��� 内容

　太陽と光の影の授業に行った時の，学習指導案を次ページより示す．学習活動の内容は前述の
通りである．以下図 ���の動作原理を説明する．図 ���の回路は，本単元第一次の影遊びで用い
た．光を焦電センサ�に当てると，電子メロディ�が流れ，発光ダイオード�が点灯する．
　焦電センサは，光の強さによって値が大きく変わる抵抗のようなものである．焦電センサに光
が当たると、抵抗値は小さくなる．またここでトランジスタはスイッチング用に用いており，ベー
スに閾値以下の電位ならばコレクタ，エミッタ間に電流を流さない機能を利用している．
　今回の場合，���と ��)*抵抗とベースの結合部分で，太陽の光が���に当たると，���の抵
抗値は小さくなり+電極からきた電流は殆ど���へと流れるため，結合部分の電位は小さくなる．
従って，�のマークがついているトランジスタのベースへかかる電位が閾値以下なので，���)*抵
抗から �のトランジスタのエミッタ，コレクタ間に電流が流れない．
　従って，���)*抵抗から �のマークがついたトランジスタのベースへ電流が流れるので，�トラ
ンジスタのベースの電位は大きくなる．従って，その電位は閾値以上であるため，�トランジスタ
のエミッタ，コレクタ間に電流は流れる．
　以上より，発光ダイオード�へ電流が流れるので，発光ダイオードが点灯する．
　また，朝や昼，夕方などの光の強度のオフセット調節用に，可変抵抗�を �種類用意した．可変抵
抗はねじの回し具合に対して，大半では指数関数的な抵抗値の変化をするので，微妙なところでの
調整は難しい．そこで，より小さな可変抵抗を直列的に用意することで，微調節が可能になった．
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��� 太陽と光の影	学習指導案

理科学習指導案
指導者 村山 芳幸

１．日時 平成 16年 10月 30日(水) 3時限目 (10:20～11:00) 
２．学年・組 寝屋川市立明徳小学校 3年 1組
３．単元名 太陽で調べよう(1) かげのでき方と太陽の光
４．単元目標

(1)  鏡に日光を当てると、反射して直進することをとらえることができるようになる。
(2)  日陰や影の出き方について、太陽の位置と関係付けて調べたり、考えたりすることができるように
する。

(3)  日陰や影の位置の移り変わりを調べて、太陽の動き方を理解することができるようにする。
(4)  時間とともに変化する事象を、くふうして調べ、記録することができるようにする。

５．単元について

本単元では、日光が「もの」に当たると、その反対側に「影」ができるというような、日常的に経験してい

る事象を調べることを通して、光の光学的性質や、光源である太陽の動き方をとらえさせることを目的とする。

６．評価の観点

・ 自然事象への関心・意欲・態度

① 日光を鏡で反射させて的当て遊びをして、光の進み方を意欲的に調べようとする。

② 影のでき方に興味をもち、進んで調べようとする。

③ 時間がたつと変化する影の動きを、意欲的に調べようとする。

④ 影と太陽の位置関係に興味を持ち、進んで調べようとする。

・ 科学的な思考

① 鏡ではね返した日光の進み方から、光の進み方について考えることができる。

② 影のでき方を、太陽が見える位置や日光の進み方と関係づけて考えることが出来る。

③ かげの 位置の変化などから、太陽の動き方を見いだすことが出来る。

・ 観察・実験の技能・表現

① 鏡を適切に使って、日光を鏡で的に反射させるなどして、光の進み方を調べること

ができる。

② 遮光板を使うなどして、影のでき方を調べることができる。

③ 影のできている位置や影の長さを記録して、その変化を確かめることができる。

④ 影や太陽の方位を、方位自信を正しく使って調べることができる。

⑤ 影の動きを、太陽が見える位置と関係づけて調べることができる。

・ 自然事象についての知識・理解

① 光はまっすぐに進んでいることがわかる。

② 日光がものに当たると、太陽の反対側に影ができることがわかる。

③ 影の位置の変化などから、太陽が東から南の空を通って西へ動くことがわかる。

��



７．指導計画 （計７時間）

・かげのでき方と太陽の光 ２時間

・かげのでき方 １時間

・かげのうごきと太陽 ３時間

・まとめと発展 １時間

８．本時の目標

・ 第１次 日光を鏡で跳ね返して遊ぶことを通して、光が直進すること、鏡ではね返した太陽

の光がどのように進むかがわかるようになる。

・ 第２次 影ができているところを探したり、影の向きを調べたりして、影のでき方を太陽の

位置との関係でとらえることができるようにする。

・ 第３次 日光によってできた影が、太陽の位置によって動くことを、太陽の見える位置と関

係づけて調べたり、記録したりすることができるようにする。

９．展開

・ 第１次 単元導入

・ 第 2次 かげのでき方
・ 第 3次 かげのうごきと太陽

学習活動 ●主な発問と予想される児童の反応 ○留意点 評価観点

１課題をつかむ

(5分)

● 鏡に当たった光はどのようにはね返りますか。ねらった的に当て

る遊びをしましょう。

・ 「どこですればいいの」

・ 「日陰があるところがいいね」

・ 「○○があるね」

● では、○○まで遊びに行きましょう。[かがみ、はさみを持ってい
く]

○ 鏡にはね返した太陽は、どのように進むのか確かめることが、本

時の学習活動であることをおさえる。

○鏡で反射させた日光を、友達の顔、特に目に当てないように約束さ

せる。

２鏡の通り道の確

認の活動をする

● 鏡に当たった日光は、どのように進むのか調べてみましょう。思

ったこと、感じたことは何でもいっていってください。

本時の学習活動をつかむ
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(25分)
・ 「反射してそのまま進むみたいだよ」

・ 「光はまっすぐすすむみたいだね」

・ 「手をかざしたら、影ができるよ」

○ 子どもがくふうして的当て遊びをしている活動の中に、光の進み

方につながる活動を見つけて取り上げる。

○ はね返した光を地面に当てたとき、光の道すじが映って、通り道

がわかりやすいことを気づかせる。

○ 光の「影」と、ものの「陰」という Shadowと Shadeとの違いを
理解させる。

● 鏡は光を反射することがわかりましたか。では日光の通り道にも

のを入れると、どうなりますか。

・ 「影ができると思うよ」

・ 「手の形がうつるよ」

・ 「鏡の前に置いたら壁にいろんな形がうつるよ」

○ 影の形の面白さに加えて、光源・もの・影の位置関係について気

づかせていく。

● 友達どおしで光を渡していきましょう。

○ 光を渡していくと、光の照度は減衰していくこと。二つの光をあ

わせると、照度は増大することを気づかせる。

発表する

(10分)

● 楽しかったことや気づいたことを発表しましょう。

● 思ったことを発表しましょう。

・ 「光はまっすぐ進むことがわかった」

・ 「太陽から光がきていることがわかった」

・ 「光の道筋にものを置くと陰ができることがわかった」

・ 「光は鏡で反射することがわかった」

調べてわかったことを発表させる

光の反射遊びをする
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○光はまっすぐ進むこと、太陽から光がきていることを考えさせる。

まとめ(5分) ○ 光は電気と磁気の力、重力の影響を受け、光や空間が歪むことは

教えない。

○ 光の入射角と反射角は等しいこと。鏡の向きを変えると、光の反

射角は大きくなることを指導する。

学習活動 ●主な発問と予想される児童の反応 ○留意点 評価観点

１. 課題をつかむ
(15分)

● この前は、鏡で日光を跳ね返して遊びましたね。どんなことに気が

付いたかな。

・ 「鏡で跳ね返した光はまっすぐに進んでいたよ」

・ 「鏡にものを置いたら、ものの影ができたよ」

○ 前時の学習活動を思いおこして話し合う中から、本時へのねらいへ

と導いていく。

○ 光の直進性については軽く触れる程度にして、子どもの意識を「影

のでき方」のほうに向けていく。

○ もう一度、太陽の光は日光という語句を指導する。

● それでは日光がものに当たると、影はどこにできるのだろうか。影

のできかたを予想しなさい。

・ 「日光が当たったところに影ができるよ」

・ 「日光でなくても、光があれば影ができるよ」

○ 実際に屋外に出て観察する前に、活動の目あてをしっかりつかんで、

自分の予想をもって活動できるようにする。

○ 普段の遊びでも影を使った遊びがたくさんあると考えられるので、

意欲的に調べていくことができるようにする。

本時の学習活動をつかむ

前時の学習活動を思いおこさせる
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２. 影をさがす
(20分)

● 影をさがしましょう

・ 「どんなものにも影があるよ」

・ 「日陰に入ると影は消えるよ」

・ 「自分の体の陰があるよ」

・ 「この影は学校の校舎の影かな」

○ 太陽を直接みてはいけないことを徹底する

● 影ができているとき、太陽はどちらに見えますか。

・ 「影の反対側に太陽が見えるよ」

・ 「日向で影がないところはあるのかな」

● 影うつり遊びをしましょう。

○ 影は、日常的に多く見かけるが、子どもにとっては、特に興味の高

い対象ではないようであるので、興味・関心を引き出したい。

影のでき方に

興味をもち、進

んで調べたり

確かめたりし

ているか

まとめ(10分) ● 調べてわかったことを発表しよう

・ 「影は太陽の反対にできることがわかった」

・ 「日陰には影はできないことがわかった」

○ 太陽・もの・影の位置関係について、深く理解できるようにする。

影うつり遊びをしよう
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学習活動 ●主な発問と予想される児童の反応 ○留意点 評価観点

課題をつかむ

(5分)

● この前は、太陽の影について学習しましたね。影は太陽のどち

らがわにできますか。

・ 「太陽の反対側」

○ 前時の学習活動を思いおこして話し合う中から、本時へのねら

いへと導いていく。

● 日光でできた影は、時間がたつと、どうなっていきますか。

・ 「影の位置が変わっていったよ」

・ 「影の長さが変わるよ」

○ 影が動くと理解していても、どのような動き方をするかは漠然

としていると考えられるので、学習課題を正確に理解させる。

○ 再度太陽の光のことを日光とよぶことを確認する。

影の動き方を考える

(20分)
● 影の動き方はどのような方法で調べたらよいと思いますか。

・ 「時刻ごとにできている影に印をつければよい」

・ 「棒を立てて、影の動きを調べるといいよ」

● 影のどちらの向きに動くか調べるためにはどうすればよいと思

いますか。

・ 「方位磁石を使えばいいと思うよ」

・ 「教室の前とか後ろとかで場所を決めればいいと思うよ」

○ 影の動くようすをとらえるには、今、できている影を記録して

オフセットをとる。

○ 影の記録のしかたは色々考えられるが、子どもの考えを生かし

て、興味を高められるようにする。

前時の学習活動を思いおこさせる

本時の学習活動をつかむ

学習課題

影は、どんな動きをするのだろうか
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● 方位磁針の使い方を練習しましょう。

・ 「北・南・東・西の向きがわかるんだよね」

・ 「北と東の間はどうよむの」

○ 方位磁針を配布する前に、社会科で学習した東西南北の向きを

復習する。

○ 方位磁針の針は動かせないので、文字盤を回して「北」の文字

を張りの色のついたほうに合わせること、針が動きやすい平らなと

ころに置くことを徹底する。

影や太陽の方

位を、方位磁針

を正しく使っ

て調べられて

いるか。

定着をはかる

(10分)
● これまでの確認をします。これから配るプリントには、今日学

習した事柄に穴があいています。穴を埋められると今日の学習

は理解できています。

・ 「簡単にわかるよ」

・ 「漢字で書かないとだめかな」

○色々な答えが予想される内容もあるので、それぞれの子ども達の

意見を尊重するように指導する。

知識として身

についている

か。

まとめ(5分) ● 太陽の向きと影の位置、太陽の移動に対して影が変わることを

説明する。

・ 「早く外で観察してみたい」

・ 「観察する場所はいつも日なたのところがいいね」

○ 太陽を直接見ることは危険であることを、理解させる。

プリントを配り、本時の確認をする

答えあわせをする
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図 ���� ���を用いた電子回路図
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付 録� 電子計算機を用いた授業への利用
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付 録� 理科授業アンケート結果

今回の理科の授業を行ったアンケートの結果を示す．

太陽と光のかげのアンケート結果

11 12

6

1 0
0

5

10

15

20

面
白
か
っ
た

ど
ち
ら
か
と
い
う
と
面

白
か
っ
た ふ
つ
う

ど
ち
ら
か
と
い
う
と
面

白
く
な
か
っ
た

面
白
く
な
か
っ
た

(人
)

図 ���� 太陽と光のかげのアンケート結果

� 外に出れるのが楽しい．

� 温度計で地面の温度をはかったり土のつめたさやあたたかさを手でさわってかんじたりして
いろいろ楽しかった．

� 外に出て研究みたいにやるのはたのしかった．

� 体験をしながら授業を受けたほうがおもしろい．

� 先生にいろいろ見せてもらった光をあてれば音がでるのがすごかった．

� 外に出たり遮光版で太陽を見たりするのが面白かったし何かのかげの中に入ると自分のかげ
がなくなることも面白かった．

� 面白かったし、面白くなったこともあった．だから普通．
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� ちょっと意味がわからないところがあった．でもわかったときはうれしかったです。

� 体育倉庫の前でかがみにおりがみを切ったやつをかぶせてやったのが楽しかった．太陽のあ
てているところとあたっていないところの勉強が楽しかった．

� 砂をさわるのが嫌．でもすこしだけおもしろかった．だから普通．

� 外に出て温度をいろんな時間とかしらべて温度を見るのがわくわくした．

� 外にでたりあたたかさをくらべたりしていろんなことをするから．

� 太陽と光のかげの勉強がよくわからなかった．

� 少し寒かったので，２にした．

� 光があたると音楽がなるのがきれいだし面白かった．

� 方位自信でかげの方位をしらべたりするのが面白かった．

� 太陽と光のかげの授業は普通．だって太陽と光のかげの授業は難しかったから．

� 暖かい土や冷たい土があって楽しかった．

� あまりわからなかった．

� いちいち外に出るのが寒い．

� 太陽を遮光版でみて，欠けていたりして面白かったよ．

� 太陽は僕はすきだから面白かった．でも日陰だったら寒い．

� 太陽と光のかげを勉強してびっくしたことやすごかったこともあって面白かったです．

� 遮光版で太陽をみたりして楽しかった．けれど、テストもあってむずかしかった．

� 自分立ちでしらべれて楽しかった．

��



参考文献

��� 文 部 科 学 省,�小 学 校 学 習 指 導 要 領 　 第 一 章 総 則�, 有 馬 朗 人
,�-$$.�//&&&�0�1$�2!�3./� 0�'4/"-4..�'/"!'!$�/������-$0�,����
��

��� 寝屋川市教育委員会,�平成十五年度寝屋川市教育実践の研究要約集�, 寝屋川市教育委員会
,����

��� 早川健治, �『考える楽しさを味わう算数学習の実践を目指して 5』～表象的な知識・技能だけ
にとらわれない算数学習を考える～�,寝屋川市教育委員会, ����

��� �小学校理科　三年生�,啓林館

��� 延與秀人,�電子回路論�, 京都大学理学部原子核ハドロン研究室 ������

�	� 村山芳幸, �����'�����'�$出題に関する見解について�,サイエンス �ネット,�����

��



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /Unknown

  /Description <<
    /FRA <>
    /ENU (Use these settings to create PDF documents with higher image resolution for improved printing quality. The PDF documents can be opened with Acrobat and Reader 5.0 and later.)
    /JPN <FEFF3053306e8a2d5b9a306f30019ad889e350cf5ea6753b50cf3092542b308000200050004400460020658766f830924f5c62103059308b3068304d306b4f7f75283057307e30593002537052376642306e753b8cea3092670059279650306b4fdd306430533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103057305f00200050004400460020658766f8306f0020004100630072006f0062006100740020304a30883073002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d30678868793a3067304d307e30593002>
    /DEU <>
    /PTB <>
    /DAN <>
    /NLD <>
    /ESP <>
    /SUO <>
    /ITA <>
    /NOR <>
    /SVE <>
    /KOR <FEFFd5a5c0c1b41c0020c778c1c40020d488c9c8c7440020c5bbae300020c704d5740020ace0d574c0c1b3c4c7580020c774bbf8c9c0b97c0020c0acc6a9d558c5ec00200050004400460020bb38c11cb97c0020b9ccb4e4b824ba740020c7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c2edc2dcc624002e0020c7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b9ccb4e000200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe7f6e521b5efa76840020005000440046002065876863ff0c5c065305542b66f49ad8768456fe50cf52068fa87387ff0c4ee563d09ad8625353708d2891cf30028be5002000500044004600206587686353ef4ee54f7f752800200020004100630072006f00620061007400204e0e002000520065006100640065007200200035002e00300020548c66f49ad87248672c62535f003002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d5b9a5efa7acb76840020005000440046002065874ef65305542b8f039ad876845f7150cf89e367905ea6ff0c4fbf65bc63d066075217537054c18cea3002005000440046002065874ef653ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000520065006100640065007200200035002e0030002053ca66f465b07248672c4f86958b555f3002>
  >>
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


